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部門 マネジメント 建物種別 建築物（非住宅・一般部門）

建物名称 新さっぽろアークシティ（サンピアザ・デュオ） 所在地 北海道札幌市

用途 事務所　物販店　飲食店　病院　ホテル　 延床面積 171,405 ㎡

設計者 株式会社山武 施工者 株式会社山武

事業期間 平成23年度～平成24年度

参考図

概評
デマンドレスポンスの実証実験や建物間統合BEMSによるエネルギー管理などは既存開発地区への波
及につながる取り組みであり、「マネジメント」として評価した。産学官連携による体験型環境教育プログ
ラムを実施するなど、地域全体に省CO2の取り組みを発信しようとする試みにも期待したい。

新さっぽろイニシアチブＥＳＣＯ事業 株式会社山武

事業
概要

提案
概要

新札幌駅を中核に形成された大規模複合商業施設において、本事業を起点とした地域全体への省CO2

普及・波及スキームを構築し、市民のライフスタイルからエネルギーインフラまで対象とした地域エネル
ギーマネジメントへ発展・展開させる。また、エリア内外での環境活動が経営活動（集客）に繋がるよう、
環境と経営を両立させた自立的ビジネスモデルとすることで、継続的発展型省CO2プロジェクトを目指

す。

 

PDCAサイクル
発展性・継続性を持たせる為
の実証、検証、対策の実施

B-3,B-6 既存建物の省CO2化（ハード）
B-4,C-3 運転管理の高効率化（ソフト）
　 ・建物間統合BEMS
　 ・ESCO事業者による一元管理

新さっぽろアークシティ
イニシアチブESCO

B-5,C-4 テナント省CO2活動（見える化）

BEMSによるレポート 約200テナントランキング

表彰制度による促進 テナント従業員環境教育

省CO2貢献

テナント商店会

C-1,C-2 情報発信と地域連携（見せる化）

スマートエネルギーネットワーク

需要側負荷予測デー
タ提供による、供給側
熱源機の最適運転

供給側余剰排熱発生
時の通知、供給側で

の有効活用
予測データ・最適化

余剰・有効活用

波及・普及効果

C-1 実証と効果の検証、改善

札幌市立大学との共同研究
（斎藤雅也准教授）

検証、対策検討

札幌市環境局・教育委員会

日本ショッピングセンター協会

情報発信、PR

省CO2建物による環境教育
環境投資

集客力アップ
（経済効果）

市内、区内小中学校課外授業
との「エコツアー」ジョイント

地域住民・団体への
環境教育・社会貢献

出前環境・省CO2講座の実施

「緑のカーテンプロジェクト」と
厚別区「花の回廊プロジェクト」

の連携

「札幌市青少年科学館」
省CO2技術の展示

「見せる化」（来場33万人/年）

B-1 地域暖房連携 ESCO推進協議会

実証、改善実施

情報・ノウハウ提供

見せる化の有効性
実験、検証

継続的発展性を有した
寒冷地域への発信と展開

　建物受電統合による　
電力消費抑制効果拡大

B-2 デマンドレスポンス

電力・熱負荷予測を加
味したデマンド制御に
よる電力消費抑制


